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【料金】  前売3500円 当日3800円

現代人形劇センター　Tel.044-777-2228   E-mail ticket@puppet.or.jp
チケットぴあ  Tel.0570-02-9999  Pコード509432  URL t.pia.jp
イープラス  eplus.jp（WEB／アプリ／Famiポート）

芸術文化振興基金助成事業

＊チケットはモトスミ・ブレーメン通り商店街事務所でも取り扱っております。TEL 044-422-3626
＊ひとみ座倶楽部会員の方は料金の優待がございます。（取扱窓口・現代人形劇センターのみ）

  （公財）現代人形劇センター　
TEL 044-777-2228  FAX 044-777-3570 
E-mail asia@puppet.or.jp　URL www.puppet.or.jp

お申し込み

お問い合わせ

主催：（公財）現代人形劇センター　
後援：神奈川県／川崎市／川崎市教育委員会／（公財）川崎市文化財団
　　　（公財）かわさき市民活動センター／（公財）川崎市国際交流協会
　　　（公財）日本伝統文化振興財団／川崎商工会議所
　　　NPO法人日本ウニマ（国際人形劇連盟）
協力：森とせせらぎネット／井田中ノ町商栄会／モトスミ・オズ通り商店街
　　　川崎市民俗芸能保存協会／モトスミ・ブレーメン通り商店街振興組合

当日は開演1時間前より入場整理券を配布いたします。＊

乙女   文楽お と め ぶ ん ら く

第11回 公演

【開演】 11：00／15：00 （開場：開演の30分前）

川崎市国際交流センター ホール（川崎市中原区）

1月22日 　 ・1月23日土 日2022年
photo 古屋均
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元
住
吉
駅

東口西口

ブレーメン通り
三菱東京
UFJ

横浜銀行

城南信金お茶屋

セブンイレブン

セブンイレブン

マルエツ鈴木水産センター
道標

ローソン

中山自動車

会場アクセス

会場：川崎市国際交流センター 
〒211-0033 川崎市中原区木月祗園町2-2
TEL. 044-435-7000

東急東横線・東急目黒線
「元住吉駅」西口下車徒歩 10 分～12 分

川崎市国際交流センター 

と
き
は
平
安
時
代
。
京
都
一
條
の
戻
り
橋
に
は
夜
毎
鬼
が
出
る

と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
あ
る
夜
、
源
頼
光
の
家
来
、
渡
辺
綱
が

戻
り
橋
に
差
し
掛
か
る
と
、そ
こ
に
美
し
い
女
が
佇
ん
で
い
た
。

「
五
条
ま
で
行
く
と
こ
ろ
」と
い
う
女
を
、
綱
は
送
り
届
け
る

こ
と
に
す
る
が
、一
緒
に
歩
き
始
め
る
と
、な
ん
と
川
面
に
映
っ

た
そ
の
姿
は
恐
ろ
し
い
鬼
女
で
あ
っ
た
。
綱
は
、
気
付
か
ぬ
素

振
り
で
、
鬼
女
と
の
虚
々
実
々
の
駆
け
引
き
を
繰
り
広
げ
、
や

が
て「
魔
性
の
者
、
本
性
を
表
せ
」と
詰
め
寄
っ
て
激
し
い
戦

い
と
な
る
の
だ
っ
た
。

大
江
山
の
鬼
退
治
の
伝
説
で
有
名
な
源
頼
光
の
家
来
を
主
人
公

と
し
て
、
鬼
女
と
の
戦
い
を
描
い
た
舞
踊
劇
。
美
女
が
一
瞬
に

し
て
鬼
女
に
変
わ
る
仕
掛
け
を
も
つ「
ガ
ブ
」
と
い
う
カ
シ
ラ

や
、
激
し
い
立
ち
回
り
が
み
ど
こ
ろ
。

大
阪
の
飛
脚
問
屋
亀
屋
の
忠
兵
衛
は
遊
女
梅
川
と
深
い
仲
と
な

り
、通
い
つ
め
た
あ
げ
く
公
金
を
使
い
込
み
、お
尋
ね
者
と
な
っ

て
し
ま
う
。
二
人
は
大
阪
を
逃
れ
、
忠
兵
衛
の
故
郷
、
大
和
の

新
口
村
ま
で
た
ど
り
つ
く
が
、
村
に
は
す
で
に
噂
が
広
ま
り
、

追
っ
手
も
迫
っ
て
い
た
。
そ
し
て
忠
兵
衛
の
父
孫
右
衛
門
は
、

息
子
の
身
を
思
い
ひ
そ
か
に
胸
を
痛
め
て
い
る
。
降
り
し
き
る

雪
の
中
、
は
か
ら
ず
も
二
人
は
父
と
行
き
会
う
が
、
互
い
に
心

情
を
押
し
殺
し
、
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
嫁
で

あ
る
梅
川
は
そ
の
父
子
に
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
る
・
・
・

近
松
門
左
衛
門
の
名
作
を
も
と
に
後
世
に
改
作
さ
れ
、
そ
の
後

繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
い
る
人
形
浄
瑠
璃
の
名
作
。

「
三
番
叟
」は
祝
儀
や
儀
礼
の
曲
と

し
て
古
く
か
ら
各
地
の
人
形
芝
居

や
神
楽
、能
、歌
舞
伎
な
ど
の
伝
統

芸
能
で
重
要
な
演
目
と
し
て
扱
わ

れ
て
き
た
。
近
世
に
多
く
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
が
、
こ
こ

で
は
性
格
の
異
な
る
２
人
の
三
番

叟
が
登
場
す
る
。

演
目
紹
介

■ 

主
な
配
役

ひ
と
み
座
乙
女
文
楽

創始者桐竹門造の直弟子である故・桐竹智恵子に 1967年から
教えを受け、翌68年に初公演。以来50余年にわたって、国内
はもとより世界各地で公演し、近年は地域に根ざしたさまざま
な普及活動にも力をいれています。智恵子師亡き後は 2010年
より文楽の桐竹勘十郎師に指導をあおいでいます。メンバーは
人形劇団ひとみ座の女性演技者です。2018年「川崎市地域文
化財」認定。2019年「松尾芸能賞特別賞」受賞

乙女文楽とは？「文楽」はユネスコの「無形文化遺産」
にも登録された日本を代表する伝統人形

芝居。1体の人形を 3人で操ることで、感情やしぐさを繊細に表現します。
それに対し「乙女文楽」は、1人の人形遣いによって演じられます。大正末か
ら昭和初期に文楽の人形遣い五世桐竹門造らによって誕生し、1人で遣うた
めに、人形の仕組みと操り方にさまざまな工夫がなされています。女性ばかり
で演じられる華やかな舞台もみどころです。
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